
 

 

  
栃木市立栃木東中学校 

学校経営の概要 

今年度本校は、創立以来７１年目を迎える。我々は、これまで歴代の校長と教職員諸氏のたゆま

ぬ努力のもとに営々と受け継がれてきた“学校教育目標”とその具現化である“目指す生徒像”の

実現を目指し、２０２０年学習指導要領等の学校教育の在り方に関する動向に十分考慮して、同僚

性を発揮して生徒の「生きる力」の伸長に鋭意努力していきたいと思う。 
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＜正面玄関＞ 

＜竹庭園・東筍広場＞ 

２０１９年度 

学校概要 
学校番号 下中１５ 

所属コード 440409 

＜万葉庭園＞ 

＜学校沿革の概要＞ 

＜輝く生徒たち（部活動）＞ 

〒328-0031 
   栃木県栃木市日ノ出町１番１１号 
   ＴＥＬ ０２８２（２２）５６７８ 
   ＦＡＸ ０２８２（２２）５６７９ 
   Ｅ-mail higashi@tochigi-city.ed.jp 
   ＵＲＬ  http://tm2.tcn.ed.jp/tochigihigashi 

№ 職名 氏名 教科 担当学級等 主な校務分掌等 部活動
1 校長 島田　芳行 社会 学校経営・管理
2 教頭 野尻　正人 社会 施設設備・ＰＴＡ
3 教諭 板倉　育子 特(知) 特別支援学級主任 特別支援教育コーディネーター バレーボール
4 教諭 琴寄　裕光 理科 適応指導教室（はばたき教室）
5 教諭 大和田昌子 特(病弱) 特別支援学級担任 就学援助・中文連 美術
6 教諭 関口めぐみ 国語 3年副担任 進路指導主事・図書館教育 野球
7 教諭 麻生　直征 社会 教務主任 教育課程・地域連携・小中一貫教育 剣道
8 教諭 原口　茂之 技術 ３年主任 学年経営・情報教育 コンピュータ
9 教諭 黒須　周作 国語 ２年主任 学年経営・部活動 サッカー

10 教諭 伊佐真梨子 英語 ３年３組担任 道徳教育推進教師 男子バスケットボール

11 教諭 矢口　昭夫 数学 1年１組担任 学習指導主任・時間割 卓球
12 教諭 石川慎太郎 英語 １年主任 学年経営・学校課題研究主任 野球
13 教諭 石川　裕子 英語 ２年１組担任 国際理解教育・総合的な学習 女子ソフトテニス
14 教諭 海老沼宏明 数学 生徒指導主事・職員厚生 女子バスケットボール

15 教諭 吉原　智久 理科 ３年１組担任 生徒会 男子バスケットボール

16 教諭 二上　泰之 理科 ２年３組担任 環境教育・視聴覚 女子ソフトテニス
17 教諭 稲村　政憲 保体 １年３組担任 清掃指導・環境教育・学体連 サッカー
18 教諭 山下　裕二 保体 ３年２組担任 交通指導・学級活動・部活動 剣道
19 教諭 宇津木　優 音楽 １年２組担任 福祉教育・拾得物 女子バスケットボール

20 教諭 安部　智也 社会 ２年2組担任 安全教育・人権教育 男子ソフトテニス
21 事務長 伊與部雅紫  　 事務主任
22 講師 加藤　幸子 特(自情) 特別支援学級担任 コンピュータ
23 講師 程塚由美子 数学 1年副担任 給食指導 卓球
24 養護助教諭 大澤　香理 保健指導・ｽﾎﾟｰﾂ振興ｾﾝﾀｰ ・教育相談 美術
25 学校技能員 若林　敏和 　　 環境整備・営繕修理・文書
26 学校図書館事務 大関　章江 学校図書館
27 学校支援員 横塚美智子
28 スクールカウンセラー 小貫　陽子
29 ＡＬＴ タイ・シュガート

職員一覧

男子 女子

１組 18 7 25
２組 18 7 25

３組 17 8 25

１組 14 13 27
２組 15 13 28

３組 14 13 27

１組 16 12 28
２組 16 13 29

３組 16 12 28
１年 1 2 3

２年 2 0 2

３年 2 0 2

149 100

特別支援学級の内訳

249

学年・学級 合計

生徒数（2019.5.1）

１年

２年

３年

75

82

85

合計

特別支

援学級

知的３、自情３，病弱１

7

昭和 24. 4. 3   栃木市立栃木東中学校創立 
24. 4.11   開校式・第１回入学式挙行 
28.11.27    校旗・校歌制定 
34. 8. 3      プール完成        
42. 1.25     体育館竣工 
49. 2. 4     山本有三先生文学碑建設 
57. 2.20     新校舎工事完了 

平成 3.10.31    文部省指定道徳教育公開研究発表会  
5. 7.27 特別教室棟完成 
6. 3. 3 部室棟完成 
8. 2. 9 格技場完成 

12.11.27 竹庭園完成 
13. 3.19 プール改築工事完了 
15. 3.10 『東筍広場』完成 
22. 1.25 校舎耐震補強工事 
22. 2.18 体育館耐震補強工事完了 
25.11.21 市教委指定人権教育公開研究発表会 
26.11.７ 関東甲信越地区放送･視聴覚教育研究大会 
28. 3.18 教室等 LED 照明取替工事完了 
29. 2. 7  多目的ホール LED 照明取替工事完了 
31. 4. 1 市教委指定特別支援教育実践協力校 

学校運営協議会・合同学校運営協議会 学校評価

PTA

竹の教え（栃木市出身の文豪 山本有三先生の作品「竹」より）
「竹」は、土の下でしっかりと手をにぎり合って、途中で曲がったりくねったりしないで、あのすらっとした気品
のある姿で、いちずに天を目ざしている。

 とちぎ未来アシストネット（地域ボランティアや専門家、関係機関等）

１　知・徳・体のバランスのとれた教育の中で、確かな学力、豊かな心、たくましい体の育成を図り、次世代を
      生き抜くための「生きる力」を育む。
２　山本有三先生の「竹の教え」の教育理念を根幹に据え、生命・人権の尊重及び個性の伸長を基盤に、生徒の
      夢・志を育む教育を推進する。
３　学力向上を本校の最重要取組事項とし、日々、授業改善に努めるとともに、一人一人の実態に応じた学力向
      上のための取組を創意工夫する。
４　生徒の置かれた状況や心に寄り添い、家庭・地域・関係機関と協働しながら、一人一人が安心して学ぶため
      の環境づくりに努める。
５　生徒の自発的・自治的活動を支援し、自己実現の喜びを味わわせるとともに、よりよい社会実現のための参
      画意識や実践力を高める。
６　学校運営協議会制度や学校評価等を生かし、教職員の参画意識を高めながら組織的・計画的・継続的な経営
      改善に努める。
７　危機意識を高め、教職員の不祥事を根絶するとともに、同僚性を発揮し、教育に真摯に取り組みながら、生
      徒・家庭・地域から信頼される教師を目指す。
８　家庭・地域・関係機関等との協働による教育を推進し、共に生徒を育て、共に育つ学校を目指す。

・学習指導要領

・県教育振興基本計画２０２０ビジョン
・下都賀地区学校教育の重点

・栃木市教育基本計画・学校教育の重点

 東筍学舎（とうじゅんのまなびや）の教育
　－若竹のごとく一途に天を目指して伸びゆく生徒たちのために、絆を結び、志を育む「共育」を推進－

 　　　【本校の学校教育目標】
 ○よく考え、自ら学ぶ生徒
 ○豊かな心と強い意志をもった生徒
 ○健康で自他の生命を大切にする生徒

【世界・国の動き・社会情勢】

・少子高齢
・グローバル化、情報化、ＡＩ化

・多様な価値観、協働による創造

＜目指す学校像＞
 信頼され共に育つ学校
 ①生徒の安心・安全を保証する
 ②生徒の学力を高め、志を育む
 ③保護者に寄り添い共に育てる
 ④地域・関係機関と連携・協働する

＜目指す生徒像…東筍の心得＞
志高く一途に天を目指す生徒
①問いをもち、共に学び、高め合う
②互いに思いやり、心正しく行動する

③心身を鍛え、たくましく生きる
④ふるさとへの理解を深め参画する

＜目指す教師像＞
協働し問い続ける教師
①同僚性を発揮し、共に教育を創る
②学力向上のための授業改善を追求する

③生徒に寄り添い、誉めて伸ばす
④家庭・地域・関係機関との共育を実践する

【学校経営方針】



 

 

 

入学式 

栃木支部大会 

ＰＴＡ総会 

春季地区大会 

家庭訪問 

生徒総会 

春季県大会 

教育相談 

期末テスト 

１年校外学習 

２年職場体験学習 

３年修学旅行 

地区総体 

大掃除 

１学期終業式 

県総体 

資源物回収 

 

2 学期始業式 

全校実力テスト 

運動会 

地区新人大会 

中間テスト 

県新人大会 

東中祭 

三者面談 

期末テスト 

生徒会役員選挙 

２学期終業式 卒業式 

修了式 

３学期始業式 

全校学力テスト 

２年スキー宿泊学習 

３年期末テスト 

教育相談 

1・2 年期末テスト 

中学最後のセレモニー。今までお世話になった

全ての人に感謝しつつ、伝統ある東中生として世

界に羽ばたく瞬間。スライド上映や呼びかけ、全

校合唱など、会場が一体となる感動の行事です。 

 

学年種目の他に学年縦割りで行う種目があり、

熱く盛り上がる東中最大のスポーツイベント。

先輩と後輩の繋がりがより深まる行事です。汗

か涙か・・・両方味わうことができます。 

昼休みや放課後に主体的に練習を重ね、ど

のクラスも最優秀賞を目指して取り組んでい

ます。その歌声は感動そのものです。クラス

の団結もより一層強めることができます。 

各カテゴリーに分かれ、それぞれのテーマについ

て探求していきます。ステージ発表や展示発表、

自由パフォーマンスなど、全員が何かに関わる中

で、自分の可能性をより広げることができます。 

【自主・自治を育む】 

 クラスや学年の垣根を越えた縦

割り活動を通して、東中全体が仲

間となる数々の行事。生徒の主体

性を育み、かけがえのない思い出

を作り上げていきます。 

【若竹のごとく一途に天を目指す】 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

【学校行事 School Events】 

【卒業式】 
 

【運動会】 【合唱コンクール】 【東中祭】 

【学ぶ】 【豊かな心】 【たくましく】 


